
















































まとめ 

今回の研究では生下時から7歳,8歳までの発育を主として正常児群と先天異常確定群を比

較して多方面から分析したが,どの方面からみてもその発育差が認められなかった。今後は

さらに違った因子について分析し,その因子が発育に影響を及ぼすか研究する予定である｡ 


